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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

　・そうした中で国土交通省として、気候変動への対応方針について議論する必要性から国土交通大臣から社会資本整備委員会宛に「気候変動に適応する治水施策のあり方について」諮問し、社会資本整備委員会河川分科会のもとに、適応策を検討する小委員会を設置することとなった
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(Resilience Approach)
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